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いきいき いきいき やしお やしお 写真館 写真館 
八潮市表彰規則に基づく表彰 八潮市表彰規則に基づく表彰 
　２月２日、八潮メセナで「八潮市表彰規則
に基づく表彰」の式典が行われ、市の発展
に貢献された方々が表彰されました。 
（敬称略） 

写真丸枠左から 

江口武夫、金杉省吾、加井武夫、青柳勝 
野村勲 
3列目左から 

恩田教育長、小澤助役、小倉収入役 

2列目左から 

青木洋子、宇田川チドリ、榎本毅、榎本實 
桑野繁見、高木啓子 
1列目左から 

今関信子、飯田幸、関根勝美、多田市長 
渋谷市議会議長、田中信夫、荒舩まさ子 
大久保昇一郎 
※小倉雄一さんにつきましては、ご本人の希望により写真の掲載を 
控えさせていただきます。 

「
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
行
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
、
１
月
２７
日
貊
、
２
月
２
日

貅
・
９
日
貅
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
、
市
民
２８
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
内
容
》

①
市
の
現
状
説
明

・
「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ

い
て

②
市
長
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換

テ
ー
マ
「
今
が
大
切
！
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

会
場
で
の
意
見
・
提
案
等
（
抜
粋
）

・
駐
車
場
や
公
園
等
の
安
全
対
策
は
、
ど

う
い
う
形
で
市
民
が
協
力
し
た
ら
よ
い
の

か
。

・
防
犯
関
係
は
、
市
民
が
自
主
的
に
や
る

こ
と
で
あ
り
、
行
政
サ
イ
ド
は
そ
れ
に
対

し
積
極
的
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
今
日
の
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
述

べ
合
え
る
場
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
町
会
の
加
入
率
を
上
げ
る
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
ほ
し
い
。

・
メ
セ
ナ
の
前
で
ス
ケ
ボ
ー
を
や
っ
て
お

り
、広
場
を
占
拠
し
た
り
騒
音
が
す
ご
い
。

・
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
間
に
買
い
物
の

時
間
帯
を
合
わ
せ
、
ス
ー
パ
ー
に
お
願
い

し
て
、
そ
の
時
間
帯
に
サ
ー
ビ
ス
タ
イ
ム

を
設
け
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

・
大
原
小
で
は
、
危
険
な
場
所
の
地
図
を

作
っ
て
い
る
。

・
防
犯
の
６
団
体
が
講
習
会
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

講
習
会
な
の
か
。

・
八
潮
駅
が
で
き
て
、
良
く
な
っ
た
が
、

既
存
の
バ
ス
の
便
が
半
分
近
く
に
減
り
、

不
便
を
感
じ
て
い
る
。

・
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
ほ
か
に
ど

ん
な
防
犯
活
動
団
体
が
あ
る
の
か
。

・
万
一
の
時
、「
こ
ど
も
ひ
な
ん
じ
ょ
」

の
あ
る
家
に
飛
び
込
め
る
よ
う
指
導
し
て

ほ
し
い
。

・
自
転
車
で
夜
遅
く
暗
い
場
所
を
通
る

時
、
心
細
い
。
い
つ
ご
ろ
、
暗
い
場
所
に

も
街
灯
が
つ
く
よ
う
に
な
る
の
か
。

・
八
潮
市
の
経
済
効
果
や
八
潮
市
の
発
展

の
た
め
に
、
国
際
交
流
や
八
潮
市
と
同
じ

よ
う
な
都
市
と
の
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
よ
う

な
考
え
は
あ
る
か
。

・
八
條
交
差
点
の
歩
道
橋
は
、
夜
間
、
痴

漢
も
頻
繁
に
出
て
い
る
。
で
き
れ
ば
明
る

い
水
銀
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

・
八
潮
市
は
犯
罪
率
が
高
い
の
に
、
な
ぜ

警
察
署
が
な
い
の
か
。

・
交
番
の
警
察
官
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
て

し
ま
い
、誰
も
い
な
い
と
い
う
状
態
で
は
、

安
心
で
き
な
い
。
少
な
く
て
も
一
人
く
ら

い
は
残
し
て
ほ
し
い
。

・
警
備
員
を
学
校
に
配
置
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
工
夫
し
て
、
八
潮
市
で
も

対
応
し
て
ほ
し
い
。

・
昨
年
、
信
号
機
の
設
置
を
お
願
い
し
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
警
察
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

・
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
、
被
害
を
少
な
く
し
て
ほ

し
い
。

・
市
長
の
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、
財
政
が

厳
し
い
中
、
な
ぜ
上
が
る
の
か
、
疑
問
に

思
う
。

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
３
７
３

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い

「
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

保
育
所
は
、
保
護
者
が
仕
事
や
疾
病
な

ど
で
、
家
庭
で
十
分
な
育
児
が
で
き
な
い

児
童
を
お
預
か
り
す
る
施
設
で
す
。

市
内
に
は
、次
の
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

※
右
記
以
外
に
も
、
市
内
に
は
認
可
外
保

育
施
設
が
あ
り
ま
す
。

※
土
曜
日
は
、
通
常
保
育
が
午
後
０
時
３０

分
ま
で
、
時
間
外
保
育
が
午
後
２
時
ま
で

※
休
日
は
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

※
南
川
崎
お
よ
び
中
央
保
育
所
で
は
、
右

記
以
外
に
延
長
保
育（
月
額
２
０
０
０
円
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
１０
日
締
め
切
り
で
、
審
査
後
、
入

所
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
と
、
翌
月
１
日

の
入
所
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
度
当
初
（
４
月
）
の
入
所
申

し
込
み
は
、
毎
年
１
月
上
旬
に
受
け
付
け

し
ま
す
。

世
帯
の
所
得
や
入
所
す
る
児
童
の
年
齢

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

平
成
１９
年
４
月
の
開
所
を
目
指
し
て
、

（
仮
称
）
駅
前
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建

設
中
で
す
。

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
低
年
齢
児

を
対
象
に
し
た
通
常
保
育
や
一
時
保
育
な

ど
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
８
０

保育所名 区　分 定　員 

公設 
公営 

民設 
民営 

南川崎保育所 
中馬場保育所 
大曽根保育所 
八条保育所 
伊草保育所 
中央保育所 
古新田保育所 
 
八潮ひまわり保育園 
 

９０人 
６０人 
６０人 
６０人 
６０人 
１５０人 
６０人 

 
６０人 

保保
育育
所所
っっ
てて
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ

保
育
所
と
は

保
育
時
間
お
よ
び
休
日

平　日 
７：３０ 

８：３０ 

１６：３０ 

１８：００ 

時間外 
保　育 

通　常 
保　育 

時間外 
保　育 

入
所
の
申
し
込
み
か
ら
決
定
ま
で

保
育
料
は

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
中

現
在
、「
少
子
化
」
と
言
わ
れ
る
中
で
、
子
ど
も
の
人
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
８
月
に

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど

が
相
次
ぎ
、
人
口
の
急
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
市
で
は
、
平
成
１７
年
３
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
子
育
て
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。




